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浅 山 佳 郎
することは､最近の日本経済の失速と留学生数の
増加を説明できない｡だから､もし ｢お金｣にな
りそうな経済力が留学の理由だという印象を持ち
つづけようとするなら､この3年ほどの留学生の
増加を一時的なものとみなさざるをえなくなる｡
この3年間の留学生数の増加が一時的なものに
おわる可能性もある｡だがその理由は日本経済が
失速したからではなく､日本社会があいかわらず
閉鎖的であるからだ｡そして､留学の理由を ｢お
金｣にだけむすびつけようとするような態度は､
もっとも閉鎖的な姿勢のひとつだ｡
我々はもう少し公平に見るべきだと思う｡つま
り､日本社会の魅力は経済力だけではないし､留
学生の目的もそれだけではない｡とくに留学生の
大半を占めるアジアからの学生が日本の大学を留
学先として選ぶのは､日本人学生が大学に進学す
るのと同じ理由だと考えるほうが､より安定した
見方だろうと思う｡学生たちは､高等教育を受け
るために進学する｡高等教育機関で何らかの教育
や技術を身につけ社会に参加すること､そしてそ
れによってより良い暮らしをすること､これが大
学-進む目的である｡そしてこのことは留学生も
変わらない｡
どこの国や地域でも高等教育機関はある｡ しか
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しそれがいわゆる ｢大衆化｣されているかどうか
には開きがある｡いくつかの国や地域では､少数
のエリート以外の人々のための高等教育機関をま
だ数量的に十分に確保していない｡しかしそうし
たところでも､高等教育を受けたいと考える ｢大
衆｣が増えている｡そして､経済的に豊かになり
はじめているアジアに住む人々で､エリート教育
としての高等教育を受けるところにまでは及ばな
いが､いわゆる社会の ｢中堅層｣として ｢大衆化｣
された高等教育を受けたいと考える人にとっては､
自分の国または地域にある大学のほかに､オース
トラリアやアメリカとならんで選択肢のひとつと
なっているのが､日本への留学だというわけであ
る｡
いっほうで､日本の大学は､いわゆる大学の
｢大衆化｣によって､この50年ほどかけて､高等
教育をより多くの人々に供給するためのノウハウ
を積み重ねてきたとも言える｡その意味で､神奈
川大学のようないわゆる ｢中堅｣の大学がス トッ
クしている高等教育機関としての ｢知｣は､いま
や日本社会だけのためのものではない｡世界中で
こうした高等教育を必要としている ｢中堅｣の人々
のためのものである｡
日本の大学-やってくる留学生をそのように見
ること､それから日本の大学をそのように見るこ
と､こうした見方のほうがより等身大の把握であ
り､長続きする理解ではないだろうかと思う｡
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